
１．管内概況

※　令和７年度から第３期対策が開始され、支援の内容等に一部変更があった。
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令和７年度　環境保全型農業直接支払交付金の実施状況

（近畿管内 令和８年３月31日現在）

①実施市町村数、実施件数及び実施面積
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③作物区分別の実施面積(ha)
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２.府県別取組状況
 単位：件数、ha

①実施市町村数、実施件数及び実施面積

 単位：ha

②支援対象取組別の実施面積（令和７年度）

 単位：件数、ha

【利用上の注意】
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　本実施状況は、第３期対策の令和７年度の実施状況（令和８年３月31日時点）を取りまとめた結果である。

　表中の数値については、表示単位未満を四捨五入しているため、合計とその内訳の積算値が一致しない場合がある。

　 表及び図中に使用した記号は次のとおりである。（都道府県別の実施状況に限る）
　「０」…単位に満たないもの。（例：0.4ha → 0ha）
　「－」…事実のないもの。
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【用語の解説】

　１　有機農業

　化学肥料及び化学合成農薬を使用しない取組をいう（「国際水準の有機農業」の実施を要件）。

　
　２　堆肥の施用

　３　緑肥の施用

　５割低減の取組と合わせて行う、カバークロップ、リビングマルチ又は草生栽培の取組をいう。

　　（１）カバークロップ

主作物の栽培期間の前後のいずれかにカバークロップ（緑肥）を作付けする取組をいう。

　　（２）リビングマルチ

主作物の畝間に緑肥を作付けする取組をいう。

　　（３）草生栽培

果樹又は茶の園地に緑肥を作付けする取組をいう。

　４　炭の投入

　５　総合防除

　６　地域特認取組

　５割低減の取組と合わせて行う、地域の環境や農業の実態等を勘案した上で、地域を限定して支援の対象とする取組をいう。

　５割低減の取組と合わせて行う、都道府県等が地域の実情に応じて策定する総合防除実践指標について、実践ポイントの
６割以上の取組を実施するとともに、畦畔機械除草や交信かく乱剤の利用等を実施する取組をいう。

　５割低減の取組（化学肥料及び化学農薬の使用を地域の慣行から原則として５割以上低減する取組。以下同じ。）と合わせ
て行う、主作物の栽培期間の前後のいずれかに炭素貯留効果の高い堆肥を施用する取組をいう。

　５割低減の取組と合わせて行う、主作物の栽培期間の前後のいずれかに、支援対象農業者が購入した炭又は支援対象農
業者が自ら製造した炭を施用する取組をいう。


